
2025 年 4 月 18 日 

ごみ部会からのお知らせ 
ごみ部会 部会長 奈賀由香子 

                   

１）県出前講座に向けて事前質問募集 
次回の定例会（６月７日）では、県の出前講座「プラスチックの資源循環について」お話いた

だくことになっておりますので、このテーマに関して皆様からの質問事項を募集します。ご質

問のある方は、直接メールでお知らせください。5 月 7 日必着といたします。 
２）次回のスキマ行事  経木を使用している下仁田納豆屋さん見学 希望者はお知らせください 

日時：5 月 23 日（金）10 時 20 分現地集合 10 時 30 分開始 
集合場所：下仁田納豆南田本店 群馬県下仁田町馬山 5910 

            マップ⇒ https://maps.app.goo.gl/xQmbRJ4vhWj6E6sKA 
電車の方：8：59 発高崎発上信電鉄 9：52 南蛇井駅下車 徒歩 20 分（約 1.9ｋｍ） 

３）５月３０日はごみゼロの日 
５月３０日はごみゼロの日なので、ご都合の良い時間・場所で 30 分でも良いのでごみ拾いを

しませんか？ごみ拾い活動は年間４回予定しており、きっかけをくれたアンカンミンカンの富

所さんにもお伝えしたところ、とても喜ばれておりました。 
４）活動時着用エプロンを差し上げています 

桐生市市民活動センターより、カフェタイプのエプロンを活動用にいただきました。ごみ拾い

等の活動時に着用していただければと思います。（部会開催時にお配りしましたが、次回にも

お渡ししますのでご希望の方はお知らせください。） 
５）パソコン回収の現場を見に行きたい方がいらっしゃいましたらお知らせください。（参照：議事

録のその他の項） 
６）環境フォーラム（11/1 開催）および環境フェスティバル（11/15 開催）の実行委員会メンバーを

募集します。5 月 14 日の総会でぜひ手を挙げてください！総会に出られない方は、以下の連絡

先までお知らせください。 
以上    

上記連絡先 メール：marukonaga@yahoo.co.jp   電話 070-5572-9624 （なが）  
 

※ 定例会がオンラインで開催できれば良いのですが、長時間使えるツールを持ち合わせている方が

いないので申し訳ありません。現状では対面のみとなります。 
※ 部会登録者全体への通知は県からの定例通知しかないので、積極的に活動したいと思っている方

は、ぜひライン登録をお願いしたいと思います。上記連絡先まで個人的にご連絡ください。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
ごみ部会 4 月 議事録（第 13 期第 6 回） 
開催日時 ２０２５年４月１３日（日） 10:00 から 12：00 前橋市市民活動支援センター会議室にて 
出席者 奈賀（部会長）、萩原、国安、井上、古屋（議事録作成）、高橋、西村、黒澤、富岡、林、本多、



田村、伊藤、小室、板寺、磯  計 16 名 
1. 報告事項 
幹事会報告 

 環境アドバイザー総会 毎年開催することになった 本年は 5 月 14 日に開催 ぜひ参加を 
 環境フォーラム 11/1 環境フェスティバル 11/15 ともに実行委員会を設立予定 ぜひ立候補を 

活動報告 
 2 月 27 日 みどり市経木工場「阿部経木店」 見学報告  

 板寺さんからの報告 
 やさしい買い物スタイルのノベルティで経木を協議会に推薦することで決定 

 ゴミ拾い活動 
 3 月 30 日に自主的にゴミ拾いした方は 3 名、次回は５月 30 日ごみゼロの日に 
 ゆいより活動時に着用するエプロン 60 枚を寄付頂いた。各メンバーに配布。 

２． 今後の予定 
 みなかみ町のごみ収集について（県で唯一、生ごみを別に収集しているらしい） 

 4 月 15 日にたい肥化センターを見学予定。 
 みなかみ町住民の小室さんから住民の視点からの現状報告。 

⇒ごみの収集に関する事例を集めたらどうか。 
 千代田町はコンポスト、水切りネットを無料配布している 
 甘楽町はそもそも生ごみを回収しない 

 5 月 23 日 下仁田納豆工場見学 
 黒沢さんが企画、内容については検討中。参加希望者は 5/15 までに奈賀さんに連絡を。 

3.「プラスチックの資源循環について」県の出前講座を要望 
 6 月 7 日（土）午前中をリクエスト 

事前に聞きたいこと（メールでもラインでも質問あれば事前に受付） 
 外国人のごみの分別、ルールの理解促進について取り組み、対策はなにかやっているか？ 
 五つの 0 宣言のプラゴミ 0 のための取り組みの進捗状況 
 参考となる取り組み、事例を紹介してほしい 
 支援をした、具体的になにをやったか、今後何をやるのか 

４．その他 
 外国（スリランカの方が多い）の方がごみの分別がなかなか出来ない 
 パソコン（データ消去の証明書も発行可能）や電子機器の回収、分解を行う事業所がある 

 回収できるタイミング、機会をアドバイザーの活動で設定できないか。 
 学校での取り組みが少ない、続かない（キーとなる人がいるかどうか。教員の意識が高くない？） 

 県のエコムーブ号を高校にも拡大したら、どうか？（実家を出て、一人暮らしをするなど、ご

み出し作業を自分で行うようになる前に） 
 ごみの減量について他の自治体の事例を聞くのはどうか 

 自治会に環境美化委員は必ずいる。話を聞いてみたい（現状と取り組みについて） 
 群馬のごみの量が多い理由：剪定ごみが多いから？（東京との比較） 


